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 やさしくすれば 心はかよう  

 

高
尾
野
か
ら
素
人
劇
団
「
と
ん

ぼ
」
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
３
年
半

ぶ
り
と
な
る
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の

鹿
児
島
弁
劇
場
で
会
場 

を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込 

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
エ
ア
ロ
ビ
ク 

ス
を
起
源
に
、
生
活
の 

中
に
取
り
入
れ
や
す
く
、 

無
理
な
く
身
体
を
動
か 

せ
る
よ
う
進
化
し
た
エ 

ク
サ
サ
イ
ズ
「
ス
ロ
ー 

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
」
で
、 

体
を
ほ
ぐ
し
、
脳
を
活 

性
化
。
参
加
者
の
表
情 

は
一
様
に
イ
キ
イ
キ
と 

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま 

し
た
。 

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！ 

喫
茶
『
茶
の
ん
け
い
っ
が
』 

 

７
月
５
日
（
水
）、
第
１１
回 

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
喫
茶
『
茶
の
ん
け
い
っ

が
』
が
東
郷
公
民
館
ホ
ー
ル
に
開
店
し
、
約
１
０
０
名
の
参
加
者
が
楽
し
い

時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

  

発行元 

斧渕地区コミュニティ協議会 

℡４２‐０８６４ 

最
後
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
楽
友
会
の
演
奏

に
合
わ
せ
て
懐
か
し
の
名
曲
や
東
郷
中

学
校
校
歌
を
口
ず
さ
み
ま
し
た
。 

 

７
月
の
班
回
覧
で
ご
案
内

し
ま
し
た
ペ
タ
ン
ク
大
会
の

申
し
込
み
締
め
切
り
日
（
８
月

２１
日
）
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。

参
加
ご
希
望
で
申
し
込
み
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、
左
記
連

絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

鎮
守
の
杜
ペ
タ
ン
ク
大
会 

日 

時 

８
月
２４
日
（
木
） 

 
 

 
 

 

８
時
３０
分
開
会 

場 
所 
諏
訪
神
社
境
内 

駐
車
場 
荒
川
内
公
民
館 

連
絡
先 

℡
４
２-
０
８
６
４ 

斧
渕
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会 

締
め
切
り
迫
る
！ 

鎮
守
の
杜
ペ
タ
ン
ク
大
会 

 

地
元
開
催
の
祭
り
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
３０
名
が
斧
渕
踊
り
連
を
組

み
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
「
と

う
ご
う
夏
ま
つ
り
納
涼
大
会
」
に
参

加
し
、約
２０
分
間
の
流
し
踊
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。 

 
 

 

と
う
ご
う
夏
ま
つ
り
納
涼
大
会 

７
月
２１
日
（
金
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

夏
休
み
最
初
の
日
曜
日
は
、
恒
例
の
ラ 

ジ
オ
体
操
会
が
行
わ
れ
、
近
隣
住
民
と
一 

緒
に
児
童
生
徒
や
保
護
者
ら
が
、
東
郷
学 

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ラ
ジ
オ
の
音
に
合
わ 

せ
て
身
体
を
動
か
し
ま
し
た
。 

夏
の 

 
 

 
 

 

夏
の
風
物
詩
だ
っ
た
ラ
ジ
オ
体
操
は
、 

 
 

 
 

 
 

 

近
年
、
廃
止
や
縮
小
の
動
き
が
加
速
し
て 

 
 

 
 

 
 

 

い
る
そ
う
で
す
が
、
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
に 

 
 

 
 

 
 

 

ハ
ン
コ
を
押
し
て
も
ら
う
の
は
、
昔
も
今 

 
 

 
 

 
 

 

も
変
わ
ら
ず
楽
し
み
の
ひ
と
つ
の
よ
う 

 
 

 
 

 
 

 

で
、
押
印
後
の
カ
ー
ド
を
眺
め
な
が
ら
、 

美
化
活
動
に
移
り
ま
し
た
。 

「
き
れ
い
な
地
区
に
な
っ 

て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い 

で
拾
っ
た
ゴ
ミ
の
量
は
、 

ゴ
ミ
袋
２０
袋
分
。
皆
さ
ん 

 
 

 
 

 
 

 

ご
苦
労
様
で
し
た
。 

ラ
ジ
オ
体
操
会
～
青
少
年
ふ
る
さ
と
美
化
活
動 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

７
月
２３
日
（
日
） 

夏
休
み
に
入
っ
て
最
初
の
祭
り
と 

あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
埋 

め
尽
く
さ
れ
た
会
場
で
は
、
様
々
な 

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
抽
選
会
に
続
き
、 

大
輪
の
花
火
が
次
々
に
上
が
り
、
感 

動
を
共
に
味
わ
い
ま
し
た
。 
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古浄瑠璃の世界へ ～東郷文弥節人形浄瑠璃の紹介～ 其の一 

源
氏
と
平
氏
の
戦
い
、
平
治
の
乱

（
一
一
五
九
年
）
に
よ
り
、
源
義
朝

ら
は
討
た
れ
、
一
族
は
離
散
す
る
。 

平
氏
か
ら
逃
れ
る
常
盤
御
前
と

今
若
、
乙
若
、
牛
若
・
・
・
。
源
氏

に
と
っ
て
そ
の
戦
い
の
代
償
は
大

き
か
っ
た
。 

東
郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
に
は

多
く
の
演
目
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在

演
じ
ら
れ
て
い
る
三
つ
の
演
目
は
、

戦
い
で
敗
れ
た
の
ち
に
頼
朝
が
鎌

倉
幕
府
（
一
一
九
二
年
）
を
開
く
ま

で
の
源
氏
不
遇
の
時
代
の
物
語
で

す
。 東

郷
文
弥
節
人
形
浄
瑠
璃
は
、
元

禄
十
一
年
（
一
六
九
八
年
）
頃
島
津

氏
の
参
勤
交
代
に
随
行
し
た
東
郷

の
郷
士
た
ち
が
、
郷
里
の
子
弟
の
士

気
を
高
め
る
た
め
に
、
上
方
か
ら
文

弥
節
の
師
匠
を
連
れ
帰
っ
た
の
が

始
ま
り
と
言
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
初

代
竹
本
義
太
夫
が
語
っ
た
義
太
夫

節
よ
り
以
前
に
、
岡
本
文
弥
が
文
弥

節
と
し
て
創
始
し
た
も
の
で
、
人
形

浄
瑠
璃
の
原
型
を
と
ど
め
た
「
古
浄

瑠
璃
」
と
言
わ
れ
、
全
国
に
４
県
５

箇
所
し
か
残
っ
て
い
な
い
貴
重
な 

も
の
で
す
。 

源
氏
烏
帽
子
折 

 

初 

段
「
卒
塔
婆
引
き
の
段
」 

 
 

(

主
君
源
義
朝
公
へ
の
忠
誠
物
語) 

 

二
段
目
「
常
盤
御
前
雪
の
段
」 

 
 

(

平
氏
方
か
ら
受
け
た
人
情
物
語) 

 

三
段
目
「
鞍
馬
下
り
の
段
」 

 
 

(

成
長
し
た
牛
若
丸
の
青
春
物
語) 

と
し
て
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

以
上
３
つ
の
演
目
の
内
、
シ
リ
ー
ズ

第
１
弾
と
し
て
今
月
は
、「
卒
塔
婆
引
き

の
段
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

  
 

   

 
 

八
月
の
行
事
予
定 

十 

六 

日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

 
 

 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分 

二
十
一
日
（
月
）
東
郷
学
園 

出
校
日 

二
十
四
日
（
木
）
★
鎮
守
の
杜
ペ
タ
ン
ク
大
会 

諏
訪
神
社 

８
時
３０
分
開
会 

三
十
一
日
（
水
）
野
菜
の
日(

一
日
３
５
０
ｇ
の
野
菜
を
摂
り
ま
し
ょ
う) 

 
 

今
後
の
行
事
予
定 

九
月
一
日
（
金
）
東
郷
学
園 

始
業
式 

六 
日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

 
 

 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分 

八  
日
（
金
）
運
営
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

東
郷
公
民
館
大
会
議
室 

１９
時 

十 

四 

日
（
木
）
体
育
部
長
会 

 
 

 
 

 
 

東
郷
公
民
館 

研
修
室 

１９
時 

十 

七 

日
（
日
）
東
郷
学
園
体
育
大
会 

二 

十 

日
（
水
）
★
ら
く
ら
く
元
気
塾 

 
 

 

ア
ミ
テ
ィ 

１３
時
３０
分 

二
十
四
日
（
日
）
★
地
区
球
技
大
会 

 
 

 
 

東
郷
総
合
運
動
場 

８
時
３０
分
開
会 

 

平
治
の
乱
（
１
１
５
９
年
）
で
敗
れ
、

ち
り
ぢ
り
に
な
っ
て
い
た
源
氏
の
藤
九
郎

盛
長
と
渋
谷
金
王
丸
は
、
主
君
義
朝
公
の

墓
前
で
偶
然
再
会
し
ま
す
。
二
人
は
お
互

い
の
心
を
探
り
合
い
、
不
忠
者
と
の
の
し

り
合
い
、
つ
い
に
殺
傷
沙
汰
に
。
盛
長
は

一
丈
余
り
の
卒
塔
婆
を
抜
き
取
っ
て
金
王

丸
に
飛
び
掛
か
り
、
も
み
合
っ
て
い
る
う

ち
に
卒
塔
婆
は
真
ん
中
で
ね
じ
切
れ
る
。

二
人
は
に
ら
み
あ
い
、
立
ち
す
く
み
、
涙

を
流
し
、
心
底
見
え
た
り
と
変
わ
ら
ぬ
忠

節
を
認
め
、
無
礼
を
謝
り
、
力
を
合
わ
せ

て
主
君
の
仇
を
討
つ
こ
と
を
誓
い
合
う
。 

そ
こ
へ
役
人
た
ち
の
「
罪
人
を
召
し
捕
っ
た

り
」
と
の
声
が
・
・
、
見
れ
ば
牛
若
を
抱
い

た
常
盤
御
前
親
子
が
捕
ら
え
ら
れ
、
平
家

方
の
役
人
た
ち
に
首
を
討
た
れ
よ
う
と
し

て
い
た
。
盛
長
と
金
王
丸
は
飛
ん
で
行

き
、
平
家
方
の
役
人
た
ち
を
や
っ
つ
け
、

常
盤
親
子
は
無
事
助
け
ら
れ
大
和
路
へ
落

ち
の
び
て
い
き
ま
す
。
金
王
丸
は
盛
長
と

共
に
源
氏
再
興
を
殿
の
墓
前
に
誓
っ
て
関

東
へ
下
る
。 

※
卒
塔
婆(

そ
と
う
ば)

…
墓
の
後
ろ
に
建 

て
ら
れ
る
供
養
の
た
め
の
細
長
い
板 

 

 

「卒塔婆引きの段」の一幕 

７月３０日（日）の定期公演でも演じられ、

多くのお客様を魅了させました。 


